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(57)【要約】
　本発明は、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）（２）の
対向する外面（３、４）がガラス材料、および
前記ＯＬＥＤ（２）の前記外面の少なくとも１つに設け
られた、有機ポリマー材料を含む少なくとも１つの層（
５、６）からなり、有機ポリマー材料を含む前記層（５
、６）およびガラスからなる前記外面（３、４）が、中
間結合層（７、８）によって積層方式で相互に結合され
ている、可撓性の前記ＯＬＥＤ（２）を含む、サンドイ
ッチ構造（１）に関する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）（２）の対向する両外面（３、４）の少なくとも１つ
が、ガラス材料および
ガラスからなる前記ＯＬＥＤの対向する外面の少なくとも１つに設けられた少なくとも１
つの層（５、６）からなり、前記層（５、６）は有機ポリマー材料を含み、
有機ポリマー材料を含む前記層（５、６）およびガラスからなる前記外面（３、４）が、
中間結合層（７、８）によって積層方式で相互に結合されている
前記ＯＬＥＤ（２）を含む、サンドイッチ構造（１）。
【請求項２】
　ガラス材料が、石英ガラス、リン酸塩、ホウ酸塩、カルコゲニド、フッ化物（フルオロ
ジルコニウム酸塩、フルオロアルミン酸塩）、ゲルマニウム酸塩、アンチモン酸塩、ヒ酸
塩、チタン酸塩、タンタル酸塩、硝酸塩、炭酸塩、およびそのような材料の混合物からな
る群から選択される、請求項１に記載のサンドイッチ構造（１）。
【請求項３】
　ＯＬＥＤ（２）がポリマーＯＬＥＤまたは低分子ＯＬＥＤである、請求項１または２の
いずれか一項に記載のサンドイッチ構造（１）。
【請求項４】
　有機ポリマー材料が、ポリカーボネート（ＰＣ）、カルボキシ修飾ＰＣ、ポリエチレン
テレフタレート（ＰＥＴ）、グリコール修飾ＰＥＴ（ＰＥＴＧ）およびカルボキシ修飾Ｐ
ＥＴを含むＰＥＴの誘導体、ポリエチレンナフタレート（ｐｏｌｙｅｔｈｙｌｅｎｎａｐ
ｈｔｈａｌａｔｅ）（ＰＥＮ）、アクリロニトリル－ブタジエン－スチロール－コポリマ
ー（ＡＢＳ）、ポリ塩化ビニル（ＰＶＣ）、ポリビニルブチラール（ＰＶＢ、ポリメチル
メタクリレート（ＰＭＭＡ）、ポリイミド（ＰＩ）、ポリビニルアルコール（ＰＶＡ）、
ポリスチロール（ｐｏｌｙｓｔｙｒｏｌｅ）（ＰＳ）、ポリビニルフェノール（Ｐｏｌｙ
ｖｉｎｙｌｐｈｅｎｏｌｅ）（ＰＶＰ）、ポリエチレン（ＰＥ）、ポリプロピレン（ＰＰ
）、紙、およびこれらの材料の誘導体、および混合物からなる群から選択される、請求項
１から３のいずれか一項に記載のサンドイッチ構造（１）。
【請求項５】
　前記有機ポリマー材料を含む２つの前記層（５、６）が設けられ、その一方が前記ＯＬ
ＥＤ（２）の前記外面（３、４）の第１に、他方が前記ＯＬＥＤ（２）の前記外面（３、
４）の第２に、それぞれ第１の結合層（７）および第２の結合層（８）によって結合され
る、請求項１から４のいずれか一項に記載のサンドイッチ構造（１）。
【請求項６】
　前記ＯＬＥＤ（２）の相異なる外面（３、４）を覆う有機ポリマー材料が、相異なるま
たは同一である、請求項５に記載のサンドイッチ構造（１）。
【請求項７】
　結合層（７、８）が、オクタメチルトリシロキサン、オルトケイ酸テトラプロピル、チ
タニウムテトブタノラート（ｔｉｔａｎｉｕｍ　ｔｅｔｒａｂｕｔａｎｏｌａｔ）、オル
トケイ酸テトラキス（２－ブトキシエチル）およびそのような化合物の混合物からなる群
から選択される化合物を含む、請求項１から６のいずれか一項に記載のサンドイッチ構造
（１）。
【請求項８】
　前記結合層（７、８）がエチレン酢酸ビニルコポリマーを含む、請求項１から６のいず
れか一項に記載のサンドイッチ構造（１）。
【請求項９】
　前記エチレン酢酸ビニルコポリマーが、ポリマー単位の総数の４０％から９０％の酢酸
ビニル基を含む、請求項８に記載のサンドイッチ構造（１）。
【請求項１０】
　前記結合層（７、８）がポリウレタン、特に、脂肪族熱可塑性ポリウレタン樹脂を含む
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熱可塑性ポリウレタン樹脂を含む、請求項１から６のいずれか一項に記載のサンドイッチ
構造（１）。
【請求項１１】
　前記結合層（７、８）が、Ａが前記ガラス材料に対して反応性の基であり、Ｂがスペー
サ基であり、Ｃが前記有機ポリマー材料に対して反応性の基である、Ａ－Ｃ構造またはＡ
－Ｂ－Ｃ構造を有する結合性化合物を含む、請求項１から６のいずれか一項に記載のサン
ドイッチ構造（１）。
【請求項１２】
　基Ａがシリカ系ガラスに対して反応性である、請求項１１に記載のサンドイッチ構造（
１）。
【請求項１３】
　基Ａが、トリアルコキシシリル、ジアルコキシアルキルシリル（ｄｉａｋｌｏｘｙａｌ
ｋｙｌｓｉｌｙｌ）、トリメトキシシリル、トリエトキシシリル、メチルジメチルシリル
、メチルジエチルシリル、エチルジメチルシリル、エチルジメチルシリル、トリハライド
シリル（ｔｒｉｈａｌｉｄｅｓｉｌｙｌ）およびトリクロロシリルからなる群から選択さ
れる、請求項１２に記載のサンドイッチ構造（１）。
【請求項１４】
　基Ｂがスペーサ基である、請求項１１から１３のいずれか一項に記載のサンドイッチ構
造（１）。
【請求項１５】
　スペーサ基が置換または無置換のＣ１からＣ２０のアルカンジイル（ａｌｋａｎｄｉｙ
ｌ）、特にｍｅｔｈｄｉｙｌ、ｅｔｈｄｉｙｌ、ｐｒｏｐｄｉｙｌ、ｉｓｏｐｒｏｐｄｉ
ｙｌ、ｂｕｔｄｉｙｌまたはｉｓｏｂｕｔｄｉｙｌである、請求項１４に記載のサンドイ
ッチ構造（１）。
【請求項１６】
　基Ｃが、ビニル、フルオリド、クロリド、ブロミド、ヨージド、アミノ、アミノアルキ
ル、アミノアルキルアミン、アミノアルキルアルキルアミン、メルカプト、スルフィド、
ポリスルフィド、エポキシ、７－オキサビシクロ［４．１．０］ヘプチル、メタクリル、
スチリル、シアノ、イソシアノ、ヒドロキシ、カルボキシ、カルボキシルエステル（ｃａ
ｒｂｏｘｙｅｓｔｅｒ）、アルキルケト、トリアルコキシシリル、ジアルコキシアルキル
シリル（ｄｉａｋｌｏｘｙａｌｋｙｌｓｉｌｙｌ）およびトリクロロシリルからなる群か
ら選択される、請求項１１から１５のいずれか一項に記載のサンドイッチ構造（１）。
【請求項１７】
　前記ＯＬＥＤ（２）の厚さが、１００μｍ未満、特に８０μｍ未満、好ましくは５０μ
ｍ未満である、サンドイッチ構造（１）。
【請求項１８】
　その厚さの合計が、７０μｍから１０００μｍまで、好ましくは７０μｍから３００μ
ｍまでの範囲である、サンドイッチ構造（１）。
【請求項１９】
　サンドイッチ構造が基板に結合されている、基板に組み込まれている、または基板上に
支持されており、また、ＯＬＥＤ（２）の電気接点がＯＬＥＤ（２）駆動用の電子回路に
接続されている、ディスプレイを製造するための、請求項１から１８のいずれか一項によ
るサンドイッチ構造（１）の使用。
【請求項２０】
　請求項１から１８のいずれか一項によるサンドイッチ構造（１）を含む、貴重および／
または機密文書（１５）。
【請求項２１】
　請求項１から１８のいずれか一項によるサンドイッチ構造（１）を含む、携帯電話、パ
ームトップコンピューター、ナビゲーション装置、電子書籍、コンピューター、テレビ装
置、または電子デバイス。
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【請求項２２】
　Ａ）有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）の対向する外面（３、４）がガラス材料からなる
前記ＯＬＥＤを設けるステップ、
Ｂ）有機ポリマー材料を含む少なくとも１つの層（５、６）を設けるステップ、
Ｃ）前記ＯＬＥＤの少なくとも１つの面（３、４）および／または有機ポリマー材料を含
む層（５、６）の１つの面に結合層（７、８）を設けるステップ、
Ｄ）その後、前記結合層（７、８）が前記ＯＬＥＤと有機ポリマー材料を含む前記層（５
、６）との間に位置するように、前記ＯＬＥＤおよび有機ポリマー材料を含む前記層（５
、６）を積層するステップ、および、
Ｅ）このようにして得られたスタックに、高温および／または高圧を所定の時間印加し、
それによって前記ＯＬＥＤ、前記結合層（７、８）、および有機ポリマー材料を含む前記
層（５、６）をともに積層するステップを含む、請求項１から１８のいずれか一項に記載
のサンドイッチ構造（１）の製造法。
【請求項２３】
　ステップＤ）において形成されるスタックが、有機ポリマー材料を含む層（５）、結合
層（７）、ＯＬＥＤ（２）、結合層（６）、および有機ポリマー材料を含む層（８）の層
シーケンスを含む、請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　Ａ）有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）（２）の対向する外面（３、４）がガラス材料か
らなる前記ＯＬＥＤ（２）を設けるステップ、
Ｂ）有機ポリマー材料を含む少なくとも１つの層（５、６）を設けるステップ、
Ｃ）前記ＯＬＥＤ（２）の少なくとも１つの面、および／または有機ポリマー材料を含む
前記層（５、６）の１つの面に、結合層（７、８）を設けるステップ、
Ｄ）その後、前記ＯＬＥＤ（２）および有機ポリマー材料を含む前記層（５、６）を、前
記結合層（７、８）が前記ＯＬＥＤ（２）と有機ポリマー材料を含む前記層（５、６）と
の間に位置するように積層し、場合により、さらなる層（１０、１１、１２、１３、１４
）、特にポリマー層を、このようにして得られたスタックの１つの面または両面にさらに
積層するステップ、および
Ｅ）このようにして得られたスタックに、高温および／または高圧を所定の時間印加し、
それによって前記ＯＬＥＤ（２）、前記結合層（７、８）および有機ポリマーの材料を含
む前記層（５、６）、および存在する場合、さらなる層（１０、１１、１２、１３、１４
）をともに積層するステップを含む本発明によるサンドイッチ構造を含み、ＯＬＥＤ（２
）の電気接点がステップＥ）の前、間、または後にＯＬＥＤ駆動用の電子回路に接続され
る、
請求項１から１８のいずれか一項に記載のサンドイッチ構造（１）を含むディスプレイの
製造法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機発光ディスプレイ（ＯＬＥＤ）の対向する外面が、例えばガラス材料か
らなる封止またはバリア層からなる前記ＯＬＥＤを含むサンドイッチ構造に関する。本発
明はさらに、そのようなサンドイッチ構造を含む装置、ならびにこのようなサンドイッチ
構造および装置を製造する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＯＬＥＤおよびＯＬＥＤを含むディスプレイは、非常に薄い層として製造することがで
きるため、ディスプレイ目的、特に携帯装置のような貴重および機密文書を含む小型装置
用として、ますます興味深くなってきている。さらに、可撓性駆動回路を含む可撓性基板
上の有機材料フィルムから製造することができることから、ＯＬＥＤディスプレイは可撓
性となり得る（可撓性有機発光ダイオードとしてＦＯＬＥＤと呼ばれることがある）ため
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、非平面に適応できる、および／または銀行券（紙幣）などのようにそれ自体が可撓性の
特性を必要とする構造体に組み込むことができる。さらに、ＬＣＤが、通常、背面照射を
必要とするのに対し、これらはルミネセンスとして能動的に光を放出することから、例え
ば液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）と比較して、より高効率である。さらに、ＯＬＥＤの応答
時間は、ＬＣＤ（約２ミリ秒）と比較して非常に短く、０、０１ミリ秒以下である。最後
に、ＯＬＥＤおよびＯＬＥＤで製造されたピクセルを含むディスプレイは、例えば従来型
の印刷技法を用いて、非常に簡単な方式で製造することができる。ＯＬＥＤは通常、アノ
ード、導電層、発光層およびカソードを含み、少なくとも発光層の１つの面に隣接する層
（複数可）は透明または半透明である。大抵の場合、アノード材料はインジウムスズオキ
シドであり、これは十分に透明である。アクティブマトリクスディスプレイに用いられる
ような駆動回路は、例えば、低温ポリシリコンで製造されている。
【０００３】
　しかし、１つの問題はＯＬＥＤ材料の酸素および／または水分に対する敏感さであり、
かなり短寿命となる。これは例えば、酸素および／または水蒸気の拡散が本質的に無い２
枚のガラス層間に、実際のＯＬＥＤ部材を装入することで対処することができる。もう一
つの可能性は、ガラス基板上のＯＬＥＤディスプレイをバリア層と共に用いることである
。このバリア層は、例えば、シリコン酸化物（ＳｉＯ２）、（ホウ）ケイ酸塩、アルミン
酸塩（Ａｌ２Ｏ３）もしくは金属層（Ａｌ、Ａｇ、Ａｕ、Ｒｈ）または他の相当する材料
で形成することができる。ガラス層がある限界を下回ると厚さを持つと、ＯＬＥＤ構造ま
たは装置は可撓性になる。通常、ガラス層を含み１００μｍ以下の厚さのＯＬＥＤは、ほ
とんどの用途に要求される可撓性を有している。しかしそのような薄い、すなわち５０μ
ｍ未満、さらには２０μｍ未満のガラス層は、非常に脆弱になり、その脆性により割れる
傾向にあるという問題を有する。したがって、この側面から望ましいのは、安定化目的の
ために、機械的に頑丈な（可撓性または非可撓性の）基板にそのようなＯＬＥＤを結合す
ることである。
【０００４】
　しかしながら、前述の構造を含むＯＬＥＤには、ガラスがかなり低い接着性を示す材料
であるという、さらなる問題がある。例えば、そのようなガラスを備えるＯＬＥＤディス
プレイを、ポリマースタック内でポリマー基板またはその積層体へ結合すると、結合耐久
性が低くなる。剥離は特に積層の場合において容易に起こるが、ＯＬＥＤディスプレイが
例えば貴重および／または機密文書に組み込まれる場合、そのような文書の部材の分離を
、得られた本物の部材を偽造物の中へ組み込むことによって偽造物の製造に利用すること
ができるため、特に不都合である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の基礎となる技術的問題には、脆弱でなく、柔軟性を失わず、モノリシック特性
に関して耐久性を向上させた、ガラスを備えるＯＬＥＤまたはＯＬＥＤディスプレイを含
む構造を提供することが含まれる。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　これらの目的を達成するために、本発明は、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）の対向す
る両外面の少なくとも１つが、ガラス材料、およびガラスからなる前記ＯＬＥＤの対向す
る外面の少なくとも１つに設けられた少なくとも１つの層からなり、前記層は有機ポリマ
ー材料を含み、有機ポリマー材料を含む前記層およびガラスからなる前記外面が、中間結
合層によって積層方式で相互に結合されているＯＬＥＤを含むサンドイッチ構造を教示す
る。
【０００７】
　この文脈におけるＯＬＥＤという語句には、ＯＬＥＤの母体および関連する駆動回路を
含むディスプレイが含まれる。
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【０００８】
　特定の実施形態において、前記ＯＬＥＤの対向する両外面はガラスからなる。他の実施
形態においては、対向面の片面のみがガラスからなり、他方は、ＯＬＥＤ技術において普
通の拡散バリア層材料からなる。そのような拡散バリア材料は、金属および合金またはセ
ラミック、例えばＳｉＮｘおよびＡｌＯｘのような無機材料だけでなく、酸素および水蒸
気に対して非常に低い拡散速度を示す有機材料を含む。これらの拡散バリアは、透明、半
透明、または不透明であってよい。後者の場合には、ＯＬＥＤは、ガラスからなる外面を
有する面からのみ眺めることができる。
【０００９】
　さらに、ＯＬＥＤは電極層間および／または駆動回路とガラスまたは他の材料の対向す
る外面との間に配置された、１つまたはいくつかの追加の層を含んでもよい。当然、対向
する外面は、上述の面用の材料で製造された各最外層によって構成される。
【００１０】
　ガラス材料と有機ポリマー材料を含む層との間に結合層を設けることで、それほど脆弱
でなくむしろ可撓性の構造が形成される。さらに、結合層は、サンドイッチ構造が耐久性
を失わず、剥離に耐えることを保証する。
【００１１】
　ガラス材料は当業界で用いられる任意のガラス材料であってよい。特に、石英ガラス、
リン酸塩、ホウ酸塩、カルコゲニド、フッ化物（フルオロジルコニウム酸塩、フルオロア
ルミン酸塩）、ゲルマニウム酸塩、アンチモン酸塩、ヒ酸塩、チタン酸塩、タンタル酸塩
、硝酸塩、炭酸塩およびそのような材料の混合物からなる群から選択されてもよい。好ま
しいガラス材料は、炭酸ナトリウム、酸化カルシウム、酸化マグネシウム、酸化アルミニ
ウム、バリウム、酸化トリウム、酸化ランタン（ｌａｎｔｈａｎｉｕｍ　ｏｘｉｄｅ）、
セリウム（ＩＶ）酸化物、カルマイト、硫酸ナトリウム、塩化ナトリウム、および／また
は酸化アンチモンなどのような通常の添加剤を含み得る石英ガラスである。
【００１２】
　ＯＬＥＤは、ポリマーＯＬＥＤまたは低分子ＯＬＥＤを含む、任意の種類のものでよい
。本発明において利用されるＯＬＥＤの特定構造は、他と無関係であり、当業界で公知の
任意の変形が用いられてもよい。
【００１３】
　ガラス基板上のＯＬＥＤディスプレイは、バリア層と共に用いることが好ましい。例え
ば、これらのバリア層は、ポリマーと無機の薄膜、例えばシリコン酸化物（ＳｉＯ２）、
（ホウ）ケイ酸塩、アルミン酸塩（Ａｌ２Ｏ３）もしくは金属層（Ａｌ、Ａｇ、Ａｕ、Ｒ
ｈ）または他の相当する材料、との交互層で構成された被覆によって作製することができ
る。
【００１４】
　有機ポリマー材料は、例えば貴重および／または機密文書の製作において、またはディ
スプレイを支持するために、当業界で使用される任意の種類であってよい。具体例には、
ポリカーボネート（ＰＣ）（好ましい）、カルボキシ修飾ＰＣ、ポリエチレンテレフタレ
ート（ＰＥＴ）、グリコール修飾ＰＥＴ（ＰＥＴＧ）およびカルボキシ修飾ＰＥＴを含む
ＰＥＴの誘導体、ポリエチレンナフタレート（ｐｏｌｙｅｔｈｙｌｅｎｎａｐｈｔｈａｌ
ａｔｅ）（ＰＥＮ）、アクリロニトリル－ブタジエン－スチロール－コポリマー（ＡＢＳ
）、ポリ塩化ビニル（ＰＶＣ）、ポリビニルブチラール（ＰＶＢ、ポリメチルメタクリレ
ート（ＰＭＭＡ）、ポリイミド（ＰＩ）、ポリビニルアルコール（ＰＶＡ）、ポリスチロ
ール（ｐｏｌｙｓｔｙｒｏｌｅ）（ＰＳ）、ポリビニルフェノール（Ｐｏｌｙｖｉｎｙｌ
ｐｈｅｎｏｌｅ）（ＰＶＰ）、ポリエチレン（ＰＥ）、ポリプロピレン（ＰＰ）、紙、お
よびこれらの材料の誘導体、混合物、および積層物からなる群が含まれる。カルボキシ修
飾ＰＣは、例えば米国特許第４，９５９，４１１号に詳細に記載されており、これは参照
により本明細書に組み込まれる。
【００１５】
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　耐久性に関して、前記有機ポリマー材料を含む２つの前記層を提供し、その一方を前記
ＯＬＥＤの前記外面の第１に、他方を前記ＯＬＥＤの前記外面の第２に、それぞれ第１の
結合層および第２の結合層によって結合することが好ましい。これにより、主面のそれぞ
れにポリマー層を有するサンドイッチ構造が得られる。この場合は、また、有機ポリマー
材料を含む層の周面は、ＯＬＥＤの周面より大きく、それにより、ＯＬＥＤの端部（好ま
しくは端部全体）に隣接する、有機ポリマー材料を含む２層を接触させることが好ましい
。これによって、ＯＬＥＤが有機ポリマー材料を含む各層の間に完全に封入されることに
なる。次いで、両方の層の有機ポリマー材料を、互いに混合する、互いに可溶化する、ま
たは互いに反応までさせる、のいずれかとし、それによってＯＬＥＤ端部周辺に緊密な結
合を獲得し、剥離に対する耐性がさらに改善されたモノリシック構造を提供することが、
さらに好ましい。これは特に、前記ＯＬＥＤの別々の外面を覆う有機ポリマー材料が同一
である場合に提供される。反応基を有する高分子材料の具体例、およびそこから製造され
た積層板が、例えば、特許出願公開ＤＥ　１０　２００７　０３７　７２１において提供
され、これは参照により本明細書に組み込まれる。
【００１６】
　結合層には、様々な材料を使用することができる。第一に、結合層は、オクタメチルト
リシロキサン、オルトケイ酸テトラプロピル、チタニウムテトブタノラート（ｔｉｔａｎ
ｉｕｍ　ｔｅｔｒａｂｕｔａｎｏｌａｔ）、またはオルト珪酸テトラキス（２－ブトキシ
エチル）およびこのような化合物の混合物のような、多官能アルコキシシロキサンまたは
アルコキシチタンネートの誘導体からなる群から選択される化合物を含んでもよい。この
ような材料に関するただ１つの例が、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ（登録商標）　ｐｒｉｍｅ
ｒ　１２００　ＯＳである。第二に、前記結合層は、エチレン酢酸ビニルコポリマーを含
む、またはそれからなるのでもよい。前記エチレン酢酸ビニルコポリマーは、ポリマー単
位の総数の４０％から９０％の酢酸ビニル群を含んでもよい。具体例は、Ｌａｎｘｅｓｓ
　Ｄｅｕｔｓｃｈｌａｎｄ　ＧｍｂＨ（Ｌｅｖｅｒｋｕｓｅｎ、ドイツ）から入手可能な
、製品シリーズＬｅｖａｍｅｌｔ（登録商標）４００、４５０、４５２、４５６、５００
、６００、６８６、７００、８００、９００　ＶＰおよびＶＰ　ＫＡ　８８６５を含む。
第三に、前記結合層は、ポリウレタン（好ましい）、詳細には脂肪族熱可塑性ポリウレタ
ン樹脂を含む熱可塑性ポリウレタン樹脂を含んでもよい。具体例はＥＰＵＲＥＸ（登録商
標）Ｐｌａｔｉｌｏｎ箔を含む。
【００１７】
　第四に、そして際立って重要なことに、前記結合層は、Ａ－Ｃ構造またはＡ－Ｂ－Ｃ構
造を有する結合性化合物を含むことができる。ただし、Ａは前記ガラス材料に対して反応
性の基、Ｂはスペーサ基、Ｃは前記有機ポリマー材料に対して反応性の基である。これは
、相異なる層の間に化学的結合を提供し、根本的に剥離の危険のないモノリシック構造を
もたらす。これがＯＬＥＤの復元不能損傷をもたらし、偽造物に利用できなくなるため、
偽造物を製作する目的で、層状組織（特にＯＬＥＤ）から部材を得るために剥離させる、
いかなる試みも役立にたない。
【００１８】
　基Ａは、シリカ系ガラスに対して反応性であることが好ましい。具体例として、それは
例えば、トリアルコキシシリル、ジアルコキシアルキルシリル（ｄｉａｋｌｏｘｙａｌｋ
ｙｌｓｉｌｙｌ）、トリメトキシシリル、トリエトキシシリル、メチルジメチルシリル、
メチルジエチルシリル、エチルジメチルシリル、エチルジメチルシリル、トリハライドシ
リル（ｔｒｉｈａｌｉｄｅｓｉｌｙｌ）およびトリクロロシリルのような多官能シリル化
合物の群から選択されてもよい。
【００１９】
　基Ｂ（必ずしも存在しない）は、スペーサ基であってもよい。これは、スペーサ基があ
る程度弾性を与えることができるため、熱膨脹率の違いによるポリマー層とガラス層との
間の機械的ストレスを補償するために有利である。スペーサ基は、Ｃ１からＣ２０のアル
キル、－（ＣＨ２）ｎ－、／置換または無置換、直鎖または分岐鎖の特にメチル、エチル
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、プロピル、ブチル（iso－ソブチル）－、ペンチル、ヘキシル、ヘプチル（ｓｅｐｔｙ
ｌ）、オクチル、ノニル、デシル、ドデシル、ヘキサデシルであってもよい。他の適切な
スペーサ基は、直鎖または分岐鎖、飽和または不飽和の、場合により置換された、－（Ｃ
Ｈ２－ＣＨ２－Ｏ）ｎ－、－（ＳｉＲ２－Ｏ）ｎ－、－（Ｃ６Ｈ４）ｎ－、－（Ｃ６Ｈ１

０）ｎ－、Ｃ３－Ｃ（ｎ＋３）－アリールのようなアリール基、Ｃ４－Ｃ（ｎ＋４）－ア
ラルキル（ａｒａｌｋｙ）、または、１つもしくはいくつかの同じもしくは相異なるヘテ
ロ原子Ｏ、Ｎ、またはＳを含む対応する複素環を含む。ここで、ｎは１から２０、好まし
くは１から１０、である。さらなる特定の実施例は、－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｏ－（ＣＨ２）

ｎ－、－（ＣＨ２）ｎ－ＮＨ－、－（ＣＨ２）ｎ－ＣＯＯ－、および－（ＣＨ２）ｎ－Ｃ
ＯＮＨ－である。
【００２０】
　例えば基Ｃは、ビニル、クロリド、ブロミド、ヨージド、アミノ、アミノアルキル、ア
ミノアルキルアミン、アミノアルキルアルキルアミン、メルカプト、スルフィド、ポリス
ルフィド、エポキシ、７－オキサビシクロ［４．１．０］ヘプチル、メタクリル、スチリ
ル、シアノ、イソシアノ、ヒドロキシ、カルボキシ、カルボキシルエステル（ｃａｒｂｏ
ｘｙｅｓｔｅｒ）、アルキルケト、トリアルコキシシリル、ジアルコキシアルキルシリル
（ｄｉａｋｌｏｘｙａｌｋｙｌｓｉｌｙｌ）およびトリクロロシリルからなる群から選択
されてもよい。他の基は、－ＯＣＮ、－ＮＣＯ、－ＮＣＳ、－ＳＣＮ、－Ｎ２＋、Ｓｘ、
トリフルオロスルフェート（Ｔｒｉｆｌｕｏｒｓｕｌｆａｔｅ）（Ｔｒｉｆｌａｔ、ＣＦ

３ＳＯ３
－）、トルエンスルフェート（トシレート（Ｔｏｓｙｌａｔ）、Ｃ７Ｈ７ＳＯ３

－）、硫酸メチル（メシレート、ＣＨ３ＳＯ３
－）および－ＣＨＯを含む。

【００２１】
　本発明のサンドイッチ構造において（すなわちガラス層を含む）、ＯＬＥＤは通常、１
００μｍ未満、詳細には８０μｍ未満、好ましくは５０μｍ未満の厚さを有する。サンド
イッチ構造の厚さの合計は、７０μｍから１０００μｍまで、好ましくは７０μｍから３
００μｍまでの範囲とすることができる。
【００２２】
　本発明のサンドイッチ構造の特定の実施形態は、以下の層状構造：ポリマー層、結合層
、ＯＬＥＤ、結合層、ポリマー層を含み、ここで、前記ＯＬＥＤの対向する両外面の少な
くとも１つはガラス材料からなり、前記ＯＬＥＤの対向する外面に提供される少なくとも
１つの層は有機ポリマー材料を含み、積層方式で中間結合層によって互いに結合されてい
る。前記有機ポリマー材料を含む２つの前記層が提供され、それぞれ第一結合層および第
二結合層によって、その１つは前記ＯＬＥＤの第１の前記外面に結合され、他方は前記Ｏ
ＬＥＤの第２の前記外面に結合されていることが好ましい。これにより、主面のそれぞれ
にポリマー層を有するサンドイッチ構造が提供される。
【００２３】
　本発明のサンドイッチ構造は、様々な方式および様々な装置で使用することができ、デ
ィスプレイの製造のために用いることができる。ここで、サンドイッチ構造は基板に設置
され、基板に組み込まれ、または基板上に支持され、また、ＯＬＥＤの駆動回路の電気接
点はＯＬＥＤの駆動用の電子回路に接続される。基板上への支持または設置は、任意の種
類および材料、平面または湾曲面であってよい前記基板に、サンドイッチ構造を機械的に
または結合剤によって固定することを含む。組み込み（Ｉｎｔｅｇｒａｔｉｏｎ）は、様
々な材料（好ましくは他の文脈で略述した種類の有機ポリマー材料）のさらなる層への積
層を本質的に意味する。これらの材料は、ＯＬＥＤの少なくとも１つの面では、透明また
は半透明である。このような方法において組み込まれた、本発明のサンドイッチ構造は、
貴重および／または機密文書、携帯電話、パームトップコンピューター、ナビゲーション
装置、電子書籍、コンピューター、テレビ装置、または電子デバイスなど、ディスプレイ
手段を必要とする根本的にあらゆる装置または設備に取り込むことができる。貴重および
／または機密文書は、詳細には、身分証明書、パスポート、アクセス制御カード、ビザ、
税納印紙、チケット、運転免許証、車両文書、紙幣、小切手、郵便切手、クレジットカー
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ド、任意の種類のチップカード、および製品ラベルを含む。
【００２４】
　本発明は、Ａ）有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）（またはＯＬＥＤを含むディスプレイ
）の対向する外面がガラス材料からなる前記ＯＬＥＤを設けるステップ、Ｂ）有機ポリマ
ー材料を含む少なくとも１つの層を設けるステップ、Ｃ）前記ＯＬＥＤの少なくとも１つ
の面および／または有機ポリマー材料を含む層の１つの面に結合層を設けるステップ、Ｄ
）その後、前記結合層が前記ＯＬＥＤと有機ポリマー材料を含む前記層との間に位置する
ように、前記ＯＬＥＤおよび有機ポリマー材料を含む前記層を積層するステップ、および
Ｅ）このようにして得られたスタックに、高温および／または高圧を所定の時間印加し、
それによって前記ＯＬＥＤ、前記結合層、および有機ポリマー材料を含む前記層をともに
積層するステップを含む、本発明によるサンドイッチ構造の製造法をさらに教示する。ス
テップＤ）において形成されるスタックは、有機ポリマー材料を含む層、結合層、ＯＬＥ
Ｄ、結合層および有機ポリマー材料を含む層の層シーケンスを含むことが好ましい。
【００２５】
　本発明はさらに、Ａ）有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）（またはそのようなＯＬＥＤを
含むディスプレイ）の対向する外面がガラス材料からなる前記ＯＬＥＤを設けるステップ
、Ｂ）有機ポリマー材料を含む少なくとも１つの層を設けるステップ、Ｃ）前記ＯＬＥＤ
の少なくとも１つの面、および／または前記有機ポリマー材料を含む層の１つの面に、結
合層を設けるステップ、Ｄ）その後、前記ＯＬＥＤおよび有機ポリマー材料を含む前記層
を、前記結合層が前記ＯＬＥＤと有機ポリマー材料を含む前記層との間に位置するように
積層し、場合により、さらなる層、特にポリマー層を、このようにして得られたスタック
の１つの面または両面にさらに積層するステップ、およびＥ）このようにして得られたス
タックに、高温および／または高圧を所定の時間印加し、それによって前記ＯＬＥＤ、前
記結合層および前記有機ポリマーの材料を含む層をともに積層するステップを含む本発明
によるサンドイッチ構造を含み、ＯＬＥＤの電気接点がステップＥ）の前、間、または後
にＯＬＥＤ駆動用の電子回路に接続される、ディスプレイの製造法を対象とする。
【００２６】
　本発明はさらに、Ａ）有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）（またはそのようなＯＬＥＤを
含むディスプレイ）の外面の１つがガラス材料からなり、前記ＯＬＥＤの他の外面はバリ
ア層からなる前記ＯＬＥＤを設けるステップ、Ｂ）有機ポリマー材料を含む少なくとも１
つの層を設けるステップ、Ｃ）前記ＯＬＥＤの少なくとも１つの面、および／または有機
ポリマー材料を含む前記層の１つの面に結合層を設けるステップ、Ｄ）その後、前記結合
層が前記ＯＬＥＤと有機ポリマー材料を含む前記層との間に位置するように、前記ＯＬＥ
Ｄおよび前記有機ポリマー材料を含む層を積層し、場合により、さらなる層、特にポリマ
ー層を、このようにして得られたスタックの１つの面または両面にさらに積層するステッ
プ、およびＥ）このようにして得られたスタックに、高温および／または高圧を所定の時
間印加し、　それによって前記ＯＬＥＤ、前記結合層および有機ポリマーの材料を含む前
記層をともに積層するステップを含み、ＯＬＥＤの電気接点がステップＥ）の前、間、ま
たは後にＯＬＥＤ駆動用の電子回路に接続される、ディスプレイの製造法を対象とする。
【００２７】
　上に記載された積層の手順内で、高温とは、２０℃から２００℃、好ましくは５０℃か
ら１６０℃、特に５０℃から１００℃の範囲内であることが好ましい。高圧とは、通常、
１０から４００Ｎ／ｃｍ２、好ましくは５０から１００Ｎ／ｃｍ２、の範囲内であり、例
えば、高温および１００から６００Ｎ／ｃｍ２の場合、非高温、すなわち１５℃から２５
℃の範囲の室温の場合であるが、これに限定されない。用いられる時間は、１秒から６０
０秒、好ましくは１秒から１００秒、より好ましくは１秒から３０秒の範囲内とすること
ができる。
【００２８】
　本発明のサンドイッチ構造に略述した前記詳細は、本発明の方法および使用に同じよう
に当てはまり、この文脈において明確に繰り返す必要はない。さらに、部材が材料または
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他の部材を含むと記載される場合には、それらは代替物からも同様に構成される。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
　本発明は、実施例および図として以下に記載される。
【図１】本発明のサンドイッチ構造である。
【図２】本発明の機密文書である。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　図１は、ガラス面３および４を各面に有するＯＬＥＤディスプレイ２を含む、サンドイ
ッチ構造１を示す。ＯＬＥＤディスプレイ２は、例えばカルボキシ修飾ＰＣからなる有機
ポリマー材料を含む２層５、６間に埋設される。ＯＬＥＤディスプレイ２は、有機ポリマ
ー物質を含む２つの層５、６をガラス面３、４に結合する２つの結合層７、８間に存在す
る。結合層７、８は、Ａが例えばトリメトキシシリルであり、Ｂが例えばエチルであり、
Ｃが例えば、エポキシである、反応成分Ａ－Ｂ－Ｃを含む。トリメトキシシリル基はガラ
スと反応し、ガラスと反応成分との間に化学結合を生じた。エポキシ基は修飾されたＰＣ
のカルボキシル基と反応し、ＰＣ層と反応基との間に化学結合を生じた。その結果、ＰＣ
層およびガラスは、反応性薬剤を介して化学的に互いに（ｅａｃｈ　ｏｖｅｒ）結合され
、単純な熱曝露による剥離は、もはや不可能となる。
【００３１】
　図２は、本発明のサンドイッチ構造１を含む機密文書１５（ここではチップカード）を
示す。明白なのは、ＯＬＥＤ表示装置２用駆動装置を含む、ＲＦＩＤ回路のような電子回
路、プロセッサ、メモリ（ｍｅｍｏｒｙｓ）、暗号コントローラなどを含むチップ９であ
る。チップ９は、ＯＬＥＤ表示装置２とともに、例えばＰＣ製の層１０、１１、１２、１
３、および１４の間に埋設される。ＯＬＥＤ表示装置２は、チップ９に電気的に接触して
いる（図示せず）。ＯＬＥＤ表示装置２が文書１５の少なくとも１つの面から見えるなら
ば、層１０、１１、１２および１３および／または１４の１つまたはいくつかには、印字
画像および／または文字を載せることができる。
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【国際調査報告】



(13) JP 2013-503419 A 2013.1.31

10

20

30

40



(14) JP 2013-503419 A 2013.1.31

10

20

30

40



(15) JP 2013-503419 A 2013.1.31

10

20

30

40



(16) JP 2013-503419 A 2013.1.31

10

20

30

40

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,TJ,T
M),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,RO,S
E,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,BA,BB,BG,
BH,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,HR,HU,ID,IL,I
N,IS,JP,KE,KG,KM,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI,NO,NZ,OM
,PE,PG,PH,PL,PT,RO,RS,RU,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,US,UZ,VC,VN,ZA,ZM,
ZW

(72)発明者  ペシュケ，マンフレッド
            ドイツ国　１６３４８　ヴァンドリッツ　オーテー　バスドルフ，アン　デア　ヴィルドバーン　
            ６１
(72)発明者  ハゲマン，ミハエル
            ドイツ国　１３４６５　ベルリン，オルヴェンシュトラーセ　３１　アー
(72)発明者  キム，スンチュル
            大韓民国　４２５－１８０　ギョエンッギ－ド，アンサン－シ，８７１　ボノー－ドン，１１０－
            １８０６　シン－アーン　アパートメント
(72)発明者  リー，ジョンヒュク
            大韓民国　１３７－０７０　ソウル，セオチョ－グ，セオチョ－ドン，セオチョ　トラパレス
(72)発明者  ハン，ドンウォン
            大韓民国　１５７－８６４　ソウル，カンセオ－グ，ヨエムチャン－ドン，サムジュン　グリーン
            コア　アパートメント
(72)発明者  クワァック，ジンホ
            大韓民国　４０３－７７２　キョウンッギ－ド，スウォン－シ，ヨントン－グ，ヨントン－ドン
(72)発明者  リー，ジャエホ
            大韓民国　４４３－７３３　ギョエンッギ－ド，スウォン－シ，ヨントン－グ，ヨントン－ドン，
            シンナムシル－６　アパートメント
(72)発明者  カン，ドンフン
            大韓民国　４４１－４００　ギョエンッギ－ド，スウォン－シ，グウォンスン－グ，ゴグバンジュ
            ン－ドン，５０８－１３
(72)発明者  シン，ダエベオム
            大韓民国　６７０－８２２　キョエングナム，ゲオチャン－グン，ウォーンヤンミェオン，９４７
            　ジュクリム－リ
(72)発明者  キム，ヒョジン
            大韓民国　４４３－４００　ギョエンッギ－ド，スウォン－シ，ヨントン－グ，マンポ－ドン
Ｆターム(参考) 3K107 AA01  BB01  BB08  CC23  CC25  CC45  DD12  DD16  DD17  DD19 
　　　　 　　        DD59  DD60  EE43  EE49  EE50  FF14  FF15 
　　　　 　　  4F100 AA04B AA04E AA20B AA20E AG00B AG00E AH00A AH06C AH06E AK01A
　　　　 　　        AK01D AK01E AK03D AK03E AK15D AK21D AK21E AK25D AK25E AK41D
　　　　 　　        AK41E AK45D AK45E BA05  BA10D BA10E CB00C CB00E DG10D DG10E
　　　　 　　        GB41  JA09A JA09E JL00  JN13A



专利名称(译) 包括有机发光显示器的装置

公开(公告)号 JP2013503419A 公开(公告)日 2013-01-31

申请号 JP2012525934 申请日 2010-08-27

[标]申请(专利权)人(译) 联邦印刷有限公司
三星显示有限公司

申请(专利权)人(译) 德意志银行美元粘土有限公司
三星移动显示的股票会社

[标]发明人 フィッシャーヨルグ
ムスオリバー
ペシュケマンフレッド
ハゲマンミハエル
キムスンチュル
リージョンヒュク
ハンドンウォン
クワァックジンホ
リージャエホ
カンドンフン
シンダエベオム
キムヒョジン

发明人 フィッシャー,ヨルグ
ムス,オリバー
ペシュケ,マンフレッド
ハゲマン,ミハエル
キム,スンチュル
リー,ジョンヒュク
ハン,ドンウォン
クワァック,ジンホ
リー,ジャエホ
カン,ドンフン
シン,ダエベオム
キム,ヒョジン

IPC分类号 H05B33/04 B32B17/06 H01L51/50 H05B33/10 H05B33/02

CPC分类号 B32B17/10073 B32B17/1077 B32B27/06 B42D25/00 B42D25/45 B42D25/465 B42D2033/44 B42D2033
/46 C09K11/06 C09K2211/14 H01L51/524 H01L51/5256 H05B33/10

FI分类号 H05B33/04 B32B17/06 H05B33/14.A H05B33/10 H05B33/02

F-TERM分类号 3K107/AA01 3K107/BB01 3K107/BB08 3K107/CC23 3K107/CC25 3K107/CC45 3K107/DD12 3K107
/DD16 3K107/DD17 3K107/DD19 3K107/DD59 3K107/DD60 3K107/EE43 3K107/EE49 3K107/EE50 
3K107/FF14 3K107/FF15 4F100/AA04B 4F100/AA04E 4F100/AA20B 4F100/AA20E 4F100/AG00B 
4F100/AG00E 4F100/AH00A 4F100/AH06C 4F100/AH06E 4F100/AK01A 4F100/AK01D 4F100/AK01E 
4F100/AK03D 4F100/AK03E 4F100/AK15D 4F100/AK21D 4F100/AK21E 4F100/AK25D 4F100/AK25E 
4F100/AK41D 4F100/AK41E 4F100/AK45D 4F100/AK45E 4F100/BA05 4F100/BA10D 4F100/BA10E 
4F100/CB00C 4F100/CB00E 4F100/DG10D 4F100/DG10E 4F100/GB41 4F100/JA09A 4F100/JA09E 
4F100/JL00 4F100/JN13A

优先权 102009038904 2009-08-29 DE

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/a7848db2-4ffd-402f-a6b1-9ccdd77de532


其他公开文献 JP5885081B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

本发明基于以下事实：有机发光二极管（OLED）（2）的相对的外表面
（3,4） 包括至少一个包含有机聚合物材料的层（5,6）并且设置在所述
OLED（2）的至少一个所述外表面上，所述层由包含有机聚合物材料和
玻璃的所述层（5,6）组成。 （1）包括所述柔性OLED（2），所述外表
面（3,4）通过中间粘合层（7,8）以层压方式互连。 .The
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